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I 研究目的

なわ跳び運動は，小学校の抵・中学年の基本の運動〈用

具を操作する運動入高学年の体っくり運動(手具を使

う運動)の内容1) として位置づけられており，小学校で

は体育授業のみならず，体育的行事や業間体育としても

盛んに実施されている運動である O これは，なわ挑び運

動が，なわ l本で行なえる手軽な運動であるため，生活

化しやすく，競躍力，持久力，調整力を高め，技の難易

度や運動量の強弱を発育段階に対応させることができる

とともに，技や記録の達成や友達との競争・協同の楽し

さが味わえる，教材的倍値の高い運動2)であるためであ

るO

なわ跳び、運動は，なわの長さ・本数，人数，跳び方の

組み合わせによって，多様な学習内容を提示できるが，

小学生が「跳べるようになりたい。Jと強い願望を持っ

て意欲的に取り組む践び方は，短なわの前方二重跳び〈前

方二回旋一致躍)である G また，高橋3)は，小学生高学

年ですべての子どもたちに達成させたい運動課題の椀の

一つに，前方二重とび、何回以上)を設定しており，小

学校体育で保障する身体能力のミニマム 4)として位置づ

けられる可龍性もあるため 教師にとっても重複すべき

運動であると考える O

前方二重跳び、ができるためには なわを早く屈す基礎

技龍が必要である O 林 2)は，小学 2年生30名の調査で，

前方三重跳ぴが5田以上できるためにti，30秒はや囲し

競び(前方一酉旋一跳躍〉で80国以上跳べることがめあ

すになると述べており，松本5)は70国以上，山本昌)は70

~80@f立跳べるようになると二重跳びができると述べて

しミる O

また，話方二重跳びの具体的な指導法として，抵い跳

び箱やジャンゼングボードを使う方法5) r接抜け二重

屈しとびj と「ふつう前田しとびjを交互につなぐ「諸

段とぴJ6) ，そして「前方一回旋一跳羅j と「前方二重

跳びJを連続する運動課題を11段階のスモールステップ

にした「太田式スモールステップj7)などが文献等で紹

介されている C

本研究は，小学4年生を対象とした， 1 @ (45分〉の

彊なわ跳びの授業実践を通して 上述した30秒はや回し

跳びの囲数と前方二重跳びの達成度との関保を追試的に

検討すること，及び，藤沢7)が太田(太田昌秀:国際な

わとび連盟会長，聖徳大学教授)式スモールステップと

称する11設階の運動課題を10設諸に改変したスモールス

テップの運動課題の提示の効果を検証することを目的と

した。
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亙 研究方法

1 .授業の概要

1 )対象 :N大学前罵小学校4年生3学級102名

筆者が各学級に同じ内容の45分授業を実践した。

2 )場所 :N大学前属小学校体育館〈全面使用)

3 )期日:平成17年12月21日{水) 4・5・6時限

4)方法:跳んだ回数を数えたり，運動課題の達成の梧

互評倍をさせるため 男児同士女児同士のベアを組

ませて実践した。ペアっくりは，各学級担任が生活瑳

のメンバーを基にして行なった。学習形態は，一斉指

導による系統学習である O

5)主運動の場

なわ跳び運動を安全に行なうために，下図に示した

ように，重径80cmのフープ(輪)を等間隔に 3列に置

いて場所を指定し，フープの横で練習することと，筆

箱，学習資料・カードをフープの中に入れて置くよう

に指示した G
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8〉授業畏開

・本時のねらい，内容，進め方を知り，見通しを持

て〉
G 

-なわの長さが自分の身長に合っているか点検し，

長い場合は，柄に近い部分のなわを結んで調整す

るc

-準需運動を行なう O

・学習資料81を見ながら，正しいなわの持ち方，屈

し方，~jÉぴ方について知る O

「わきを閉めてなわを屈そうJを共通課題にし

て，前方及び後方の一酉旋一跳躍の連続践ぴの練

習をする O

-前方と後方の30秒はや回し跳び〈一回旋一跳躍)

をして，挑んだ回数を学習カードに記入する O

-前方・後方交差跳び¥前方・後方あや跳びの 5回

連続に挑戦する C

-二重跳ぴのリズムをつかむため ももたたき 2回

ジャンプの練習をする O

-前方二重跳び、のステップ 1から10までの践び方に

挑戦し，達成度を相互評価して学習カードに記入

する O

-前方二重跳びのステップ10(10回連続)が達成で

きた者は，後方二重跳び又はハヤブサのステップ

1から10までの跳ぴ方に挑戦し，達成度を相互評

掘して学習カードに記入する O

・練習の成果を確認するため，各ペアの一人ずつが

参加する前方二重践び連続持久大会を 2回行な

い，名人(褒勝者)を皆で賞賛するむ

-整理運動を行なう O

-学習カードの観点別評価をし，感想、を記入する O

2淘教異の工夫

「わきを閉めてなわを回そう jを共通課題にして能

方及び後方の一回旋一跳躍の連続銚びを練習する際に，

タテ 6cm，ヨコ 5cm，高さ3.5cmのスポンジたわし(市

販の品を半分に切ったもの)を40彊準需し，スポンジを

再脇にはさんで，落とさないようになわを田して跳ぶこ

とを具体的な課題とした。紅白鱈子をわきにはさむやり

方もあるが，薄い轄子の場合は，必要以上に宥と腕の力

を入れてしまうため 動作が国くなる O 柔らかい国まり

のスポンジであれば，討のf立置をわき援に酉定するだけ

でよく，リラックスして跳べると考えたからである C な

お，グリップが長いなわの方が毘しやすいので、あるが，

今匝はすでに児童が購入していたグリップの短い (12

cm) なわで実践したG

3. スモールステップの改変

藤沢7)が太田式スモールステップと称する11段階の運

動課題は，以下の通りである O

跳ぴ方 O:-@]旋一説謹 0:二田旋一跳躍

ステップ 1 0-0-0-0 

ステップ2 0-0-0-0-0-0-0-0 

ステップ3 0-0-0-0-0-0-0-0-0-0-0-0 

ステップ4 0-0-0 

ステップ5 0-0-0-0-0-0 

ステッブ6 0-0-0-0-0-0-0-0-0 

ステップ7 0-0 

ステップ8 0-0-0-0 

ステップ9 0-0-0-0-0-0 

ステップ10 0-0-0 二重跳び連続2回)

ステップ11 0-0-0-0 (二重跳び連続3回)

国際なわ跳び達盟(INF) の級認定では，一つの跳び

方が連続10回できることを基準としているヘそのた

め，ステップの最終課題を連続10田にしたいと考えた。

また， 11段階より 10段階 (10点溝点〉の方が児童に理解

されやすいのではないかと考え，上記のステップ3・

6・9を除いて，連続 5毘を加えた10段階のスモールス

テップに改変した。改変した10段階のスモールステップ
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は，以下の還りである O

跳ぴ方 0:一回旋一跳躍 o:二酉旋一跳躍

ステップ l O-O-:-O-o 

ステップ2 O-O-O-o-O-O-O-o 

ステップ3 O，---O-o 

ステップ4 。-O-o-O-O-o
ステップ5 O-o 

ステップ8 O-o-O-o 

ステップ7 O-o-o (二重跳ぴ連続2@]) 

ステップ8 O-o-o-o (二重跳び連続3呂)

ステップ9 O-o-o-o-o-o (二重跳ぴ連続5田〉

ステップ10 O-o-o-o-o-o-o-o-o-o-o 

(二重跳び連続10田〉

4.学習評倍

授業の成果，及び児童の学習状況を把握するため，以

下の 5つの設問による調査票を作成し，学習カード(資

科参照)の裏面に印屈して，(QJょくできた， 0できた，

ムあまりできなかった，の 3段階での回答を求め，授業

の感想、を自由に記述してもらった。

1 .いろいろな跳ぴ方に力一杯競戦しましたか

2.友達となかよく教えあうことができましたか

3. }II員番やきまりを守って活動できましたか

4. どうすればうまく跳べるか考えながら活動でき

ましたか

5.今までできなかった跳び方ができるようになり

ましたか

5.統計処理

学習カードによって収集した児童のデータから，度数

分布表の作成，平均の差の検定，ど検定を行なった。統

許処理には， Microsoft Excel 2004 for剖acVersion11. 3 

の表計算ソフトウェアを使用した。

E 結果と考察

仁 30秒はや回し践びの結果

階級の幅を10回にして 30秒はや回し跳びの度数分布

を示したのが表 1である O

60回代の児童が22.5%で最も多く，次に30田代が

21.6%となってお与 平均は46.5回標準偏差は18.67

自であった。また，最小は 6回，最大は97@]であり，児

童の技龍の個人差が大きいことが分かる O ただし 9回

以下の児童については，途中でなわが脚にひっかかり，

まだ、時間が残っているのにやめてしまったのではないか

と考えられる G そのため 二重挑びの達或度との関係を

分析する緊のデータから削除した。

表 1.30秒誌や回し跳びの結果

国 委支 人 数 % 

0-9 3 2.9 

10-19 5 4.9 

20-29 11 10.8 

30-39 22 21. 6 

40-49 15 14. 7 

50-59 13 12.7 

60-69 23 22.5 

70-79 7 6.9 

80-89 2 2.0 

90-99 I 1.0 

2.前方二重跳びの達或度の結果

10段階に改変したスモールステップの課題達成に向け

て練習した結果を一覧にしたのが表2である O

前方二重挑ぴが10由連続できた児童が25.5%で最も多

く，前方-@]旋一銚擢 3由連続から前方二重挑びが 1@]

だけできた克童が19.6%，前方二重跳びがl田もできな

かった児童と 2由連続できた児童がともに12.7%という

膿になっており，ここでも克童の技能の留人差が大きい

ことが分かる O

表 2.前方二重践びの達或度の結果

段 F普 人 数 % 

記入なし 〈できない〉 13 12. 7 

ステップ1 20 19.6 

ステップ2 2 2.0 

ステップ3 4 3.9 

ステップ4 1 1.0 

ステップ5 5 4.9 

ステッブ6 4 3.9 

ステップ7 (2昌連続〉 13 12.7 

ステップ8 (3囲連続〉 8 7.8 

ステップ9 (5国連続〉 6 5.9 

ステップ1O(1O@]連続〉 26 25.5 

3. 30秒誌や冨し説びの呂数と前方二重銚びの達或震と

の関係

人数の少ないステップ 2~6 を一つにまとめて，前方

二重跳びの達成度を 7区分にし 区分ごとの30秒はや田
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し段びの平均笹と標準信差を一覧iこしたのが表3であ

るG なお，前述した通り， 30秒はや屈し跳ぴが9@]以下

の児童のデータは削除した。

表 3を見て分かることは， 12回以上連続できる児

童jは平均回数が55目前後であり 11自だけできる児

童Jまたは 11@]もできない児童」の平均E数は40@]前

後であることである C そこで この 2つの異なる諜本平

均の差の検定を行なった結果，表4に示した通り， 0.1%

水準で、有意な差があることが認められた。

表 3園前方二重銚びの達成度区分による30秒はや巨し跳びの
巨数の比較

区 分 人数 平均回数 標準編差

できない 12 43.6 16.44 

ステップ l 20 37.8 15.34 

ステップ 2~6 15 37.2 15.61 

2@]連続 12 54.5 9.81 

3@]連続 8 56.3 19.20 

5由連続 6 54.8 10.83 

1O@]連続 26 55.9 18.37 

表 4. 高官方二重跳びが21H1以上連続できる群と 1巨以下の群
の30秒はや呂し践びの平均冨数の差の検定

1回以下群 2回以上群

人 数 47 52 

平均回数 39.1 55.5 

標準信差 15.59 15. 77 

t検定 toニ 5.1517 pく.001

2回 3回 5固， 10匝の連続できる群需には有意な

差が認められなかった。したがって 前方二重跳ぴが2

回以上連続してできるようになるには， 30秒はや屈し跳

ぴが50回以上できることが必要条件になると言えよう O

林 2)松本5)山本吉)の三者iま， 70@]あるいは80@]とい

う数字を提示しているが，本研究の結果では， 50屈を第

一百標にして車り組ませる必要性を明示したと考える O

なお，後方の30秒はや回し践びの匝数も測定したが，

後方二重跳びに挑戦した児童がごく少数であったため，

本研究では分析ができなかった。

4. 学習評価の結果

意欲，協力，マナー，患考，上達の 5要巨の内容を設

問した，学習状況の自己評倍の結果を示したのが表5で

あち，各項目間の x2検定の結果を示したのが表6であ

る O 項目 1~4 は 「ょくできたJ1できたJを合わせて

9割が肯定しており，項目 5も8舗が肯定していること

から，全体的には学習成果のある授業であったと判断で

きる O しかし，(QJを 3点， 0を2点，ムを 1点に換算し

て算出した平均鐘と ，X2検定の結果を見ると，意欲(項

呂 1)とマナー(項呂 3)の評錨が高く，それらによ七べ

ると，協力(項目 2)，思考(項e4)，上達(項e5) 

が母いことが分かる O

「意欲」が高いのは 大学の教員が指導することも含

めて，児童にとっては，初めての体験が多く， 30秒はや

囲し跳ぴ(前方・後方〉の記録測定，交差跳び(前方・

後方入あや跳び(前方・後方)の 5団連続への挑戦，

ステップ 1~10までの二重跳び(前方・後方)と前方あ

や二重跳びへの挑戦，最後に，前方二重跳び連続持久大

会といった，学習内容の多様性と連続性によると考えら

れる O 逆;こ，多様な学習内容を次々と進めて行くため，

児童関の教え合いを促したり，学習資料を見ながら自学

する時開が十分に取れなかったがために， 1協力JI患考J
の評{屈が託くなったと考えられる O

「マナーjの具体的内容は ペアで交互に跳んで回数

を数えること，跳べているかどうか相互評価をするこ

と，輪で指定した場所で安全に留意して学習することを

指示した。これらのきまりごとをしっかち守って活動で

きたの辻，普段の学校を挙げての生活指導と学級担f壬の

学級経営の力によるものと考える O

f上達jは，ムの臣答者が最も多くなっている C これ

は，本研究で実践した学習内容が，児童の技龍の掴人差

を100%吸収できるものではないこと，あるい辻 1自

45分の授業だけで全員に上達の実惑を味わわすことは謹

めて難しいという事実を示していると考える G

表 5.学習評価の結果

項 目 司答 人数 % 平均

1.いろいろなとび方
。 82 80.4 

に力一杯挑戦しまし
O 12 11. 8 

たか
ム G 5.9 

2.76、

N.A. 2 2.0 

2.友達となかよく教
。 57 55.9 

えあうことができま
O 34 33.3 

したか
ム 10 9.8 

2.47 

N.A. 1 1.0 

3.順番やきまりを守
O 76 74.5 

って活動できました
O 22 21. 6 

か
乙込 3 2.9 

2.72 

N.A. 1.0 。
4. どうすれ;まうまく

55 53.9 

とべるか考えながち
O 39 38.2 

活動できましたか
ム 7 6.9 

2.48 

N.A. l 1.0 

5. いままでできなか
o 57 55.9 

ったとび方ができる
O 26 25.5 

ようになりましたか
ム 18 17.6 

2.37 

N.A. 1 1.0 
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表 6.各項毘需のx2検定の結果

項目 1 項弓 2 項目 3 項目 4 項自 5

項目 I ¥¥  *** *** *** 
項目 2 ¥¥  ** 
項133 ¥¥  ** *** 
項134 ¥¥  * 
項135 ¥¥  

5.克童の感想とスモールステップの効果

自由記述による感想を11の内容に分類して一覧にした

のが，表 7-表17である O

前方二重跳びが「初めてできたJr連続できる回数が増

えたjといった内容を記述していた見童が50名(49.0%)，

同議の記述で，後方二重跳びが12名(11.8先入薦方み

や二重跳ぴが6名 (5.9%)いた。

鬼童がスモールステップに従って練習したのは， 15分

程度である O この短い時間で68名 (66.7%) の児童の技

能を少しでも伸ばすことができた事実から判断して，改

変した10段階のスモールステップは，二重跳び、の技能を

高めるのに有効であったと考える O また，ステップ2・

4 ・6の運動課題は，なわを一回旋または二旋回しなが

ら跳び続けることであり，この動作に注目すれば，山本6)

が提示している「階段とびjの有効性を註明したとも言

える O さらに，授業の前半には，なわの長さを身長に応

じて調整し，親指を伸ばしてグリップにあて，わきをし

めてなわを囲すこと 膝を軽く曲げてお尻を突き出さな

いようにつま先でジャンプすることなど，短なわ跳びの

基本を一斉指導した。したがって スモールステップの

効果は，こ乱らの基本の学習との総合的な効果であると

も言える c

なわ跳びは，手軽な運動で生活化しやすいという教材

的缶値がある O 児童の感想には， r休み時間にJr冬休み

にJr家で」もっと練習したいという記述が多く見られ

たことから，スモールステップの提示は，生活化への動

機づけの効果もあるのではないかと考える O

表 7.前方二重跳びの上達と達成の喜び

1.二重挑びは 1回くらいしかできなかったけど，今自は

10屈できた。

2. 二重銚びは 8@]くらいしかできなかったけど，今日は

10由以上できた。

3.二重跳びはできなかったけど たくさんできるように

なった0

4.できなかった10匝連続ができるようになった。

5. 5 @]連続しかできなかったけど，初めてお由連続がで

きた。

6. ステップぬまでできた。

7.二重i跳F兆Iび
8.二重跳び、は 6詔くらいし治かミでで、きなかつたけど，羽田
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できた0

9.二重説びがたくさんできるようになってよかった。

10. 二重跳び辻 l由か 2@]くらいしかできなかったけ

ど，今日の授業でよくできるようになった。

11.二重跳び辻できなかったけど，わきをしめて親指を

のばしてグワップにちゃんとつけたら 5回できるよう

になった。

12.二重跳び辻できなかったけど，この授業を受けて初

めてできた。

13.三重跳びが何回もできたのでうれしかった。

14.二重跳ぴは長く続かなかったけど，今E教えてもら

って長く続いた。

15. 二重跳びは 2国連続しかできなかったけど， 3由連

続できたc

16. できなかった二重跳ぴが少しできるようになってう

れしかったG

17.あまちできなかった二重跳びがよくできるようにな

った。

18.今呂初めて二重投びが2匝連続できるようになっ

た。

19.二重跳びが苦手だったが，ステップ7までできた。

20.二重跳びが2園もできるようなってとてもうれしか

った。

21.二重挑び、は板を使って 1囲できるかどうかだったけ

ど 4罰も競べるようになったc

22. できなかった 2@]連続ができるようになった。

23.あまちできなかった二重銚びが 2国連続で跳べる

ようになった。

24. 二重跳びはできなかったけど，がんばったので 2田

跳べるようになった。

25. 1国しか二重跳びができなかったけど，今日の練習

で2屈もできてうれしい。

26. 1副ぐらいしか二重跳びができなかったけど 2田

ぐらい跳べるようになった9

27. 二重跳びがあまりできなかったけど， 2 @]連続でき

てよかった。

28. 二重跳びができなくで踏んでいたが，できるように

なった。

29.二重跳びができてとてもうれしかった。

30.ぜんぜん跳べなかった二重挑びが，ちょっとだけ跳

べるようになった。

31.連続ではないけど，力がたまっている時なら二重挑

びができるようになったむ

32.今日初めて二重跳びが跳べてとてもうれしかった9

33.二重挑びができなかったけど，教えてもらってでき

るようになった。

34. はじめは跳べなかった二重挑びが，わきをひきしめ

たちステップ4までできたG

35.二重跳びができなかったけど， 00君がいろいろ教

えてくれたおかげで，最後の最後にできた。

36.二重挑びがちょっとうまくなった。

37.先生や00君のアドバイスで，今日初めて二重跳び

ができてすごくうれしかった。

38. 1留もできなかった二重跳び、が，今E初めてできて

よカミった。

39.できなかった二重践びが， 1 @]できてうれしかっ

た。

40.二重跳びができなかったのに，できるようになって

うれしかったG

41.跳べなかった二重銚び(ステップ 1)が跳べるよう

になってとてもうれしかったc

42. 二重跳びができるようになってよかった。 (2名)



43. 二重跳び、が苦手だったけど，少しうまくなった気が

するc

44. あまりできなかった二重跳びがいつでも l回でき

るようになった0

45.奇跡的に 1田だけできた G

46. 二重跳びがたまにできるようになったc

47. 二重跳ぴは連続2回しかできなかったのに， 3 @]以

上いけたので，とてもうれしかったむ

48. できなかった二重践びができて，とてもうれしかった0

49. 二重跳び、が前よ句長く跳べるようになったc

表 8.薪たな銚び方の達成の喜び

l.後ろ二重挑びができるようになった。(8名〉

2. 後ろ二重跳びが 2@]できるようになった。

3.後方二重跳び、が， 2 [illくらいはできた。

4.ハヤブサが 1田だけできたむ (3名)
5.ハヤブサができるようになったむ(2名〉

6.ハヤブサがはじめてできた。

7. できなかった跳ぴ方ができるようになってうれしかっ

たo (2名)

8.できなかった跳び方がずいぶんできるようになった。

9.できごとかった跳び方が上手になったのでうれしかっ

た。

10.できなかった後ろ交差や後ろあやができるようになっ

てよかった。

11.できなかった後ろあや跳ぴと後ろ交差践びが 1囲か

2@]だけどできるようになったのでうれしかった。

12.できなかった後方交差跳びができてうれしかった。

13~ できなかった交差跳びが，いつの間にかできるように
なっていた。

14. できなかったあや段ぴが5回以上競べたのでよかっ

た。

15.できなかった後方あや挑びが5囲もできてうれしかっ

fこO

表 9.上達の喜び 1

l.あや跳びとか交差跳ぴはうまくなったと患う。

2. あや跳びがちょっとうまくなった。

3.今まで 1田もできなかった二重跳びが， rおしい」と

いうとこまでいけたむ

表10.挑戦の楽しさ

l.知らない技にいっぱい挑戦した。

2.知らない技にいっぱい挑戦できてよかった。

3ーしたことがなかった後方交差跳びと後方あや銚ぴをや

ってみて，とても楽しく感じた。

表11.30秒はや自し跳びの記録に関する惑想

l.前冨し節目，後ろ呂し50@]でした。うれしかった。

2.がんばって次は100酉を目指したいです。

3.前方が17囲で後方が23屈しか競べなくて，とてもくや

しかったですG

4.前跳びの記録は上がったむ

表12.前方二重跳び連続持久大会に関する感想

l.需方二重挑び連続持久大会で l番になれなくてとても

くやしかった。

2.00さんとムムさんが，ずっと跳び続けていたけど，

私は 8匝で， 1憂勝辻むりでした。

3. また，担{壬の先生と競争したいです。

4. 二重跳びをたくさんできていた人はすごいなと患いま

した。

表13.指導方法・内容に関する惑想

l.わきをしめて回すのはむずかしかった。

2.腰の位量でなわを囲すのはむずかしかった。

3. なわとびの基本の跳び、方から教えてもらって，とても

楽しい授業でした0

4. スポンジをわきに辻さんでするのがとてもむずかしか

った。

5. なわを匝すのが軽くなったような気がする c

6.黄色いスポンジを荷に使うのかと患ったけど，こんな

工夫があるなんてすごいc

7.先生や00君にアドバイスしてもらって，よくわかっ

た。

寸 8. スポンジをf吏う車東習は， とてもいいアイデアだと思っ

た0

9.二重肱び、の連続辻とてもむずかしかったむ

10.二人で交代でやっていて，友達のすごいところや苦手

なところなど，いろいろ見つけることができた。

11.友達とも教え合うことができてよかった。

12.みんなと教え合うことができた。

13.二重跳びのコツがよくわかった。

14. ステップを諾んで二重跳ぴを練習するのは，ゃったこ

となかったけど，少しはうまくなったように感じた。

15. これまでわきをしめて跳んで、いなかったけど，わきを

しめてとべるようになった。

16，.二重跳び、はとってもむずかしい。

17.二重跳びのコツが少しっかめたような気がするo

18.二重践ぴのコツが分かつてきてうれしかった。

表14.授業全体に対する惑想、

l.今Eの授業はとても楽しかった。(12名)

2.ちょ一つかれましたむ

3. とってもつかれた。けど，少しうまくなってよかったp

4. とてもつかれたけど，とても楽しかった0

5. この授業でいっぱい学べたのでうれしかったG

6.あっと言う簡に時間が過ぎて，とても楽しかった。

7.冬に汗をかいたので，気持ちいい。

8.今日のなわ跳び、の授業は，大成功したと思いました0

9. めちゃめちゃっかれて，死にそうになった。

10.すごくつかれたG

表15. なわ跳びに対する惑情の変化
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l.なわ跳ぴ遊び、が大好きになりましたむなわとび最高!!

2. なわ跳びがすきだったけど，もっとすきになりまし

た。

3.二重跳ぴがうまくなり，得意になりました。



4.今日の授業で二重跳びをする自信がわきました。

5. もともとなわ跳びが苦手で、嫌いだ、ったけれど，今Eの

学習で少し好きになちました。

6. なわ説びは今までは楽しくなかったけど，今日改めて

やって，すごく楽しくなちました。

表16.上達しなかった克童の惑想

1.00君とやっても二重践びができなかった。

2.二重跳ぴがl司もできなかったので， くやしかった。

3. じゃまされた。二重跳ぴが l田もできなかったD

4.二重跳び辻できるようにならなかったけど，楽しかっ

た。

表17. これからの巨標

1.これからもいっぱい練習したい。 (2名)

2.できない跳び方にチャレンジしていきたい。

3.家でも練習して妹に教えたい。

4.冬体みにいっぱい練習したいむ

5.今度は後方ハヤブサに拡戦したい。

6.休み時間に練習して後ろの二重跳ぴカ巧可回もできるよ

うになりたい。

7.後ろ二重跳びが5回できるようにな乃たい。

8.前方二重跳びが50罰， 100自できるようになりたい。

9.前方二重挑ぴ連続持久大会で 1香になった入にいろい

ろ教えてもらいたい。

10.大会で優勝した00さんは，すごいので，教えてほし

し'0
11.ハヤブサができるようになりたい。 (4名)

12.次はハヤブサに挑戦したいです。

13. きちんとした跳び、方が分かったので，それを忘れずに
とび、たい。

14.がんばって前方二重践ぴ、が荷屈も連続できるようにな

りたいa

15.合同はぐくみで「なわとび」に入っているので生かし

たい0

16. また，いろんな技に挑戦したいG

17.私はなわ跳びが苦手だ、けど，皆と一緒;こもっとがんば

りたい9

18. これからも休み時開に二重跳びを練習したいc

19. 二重跳び、がもっといっぱい連続で跳べるようになりた

し'0
20. もっと加の挑び、方もしたい。

21.もっと二重跳びが続くように練習したい。

22. これからもいろいろなf支をしたい。

23. もっと二重跳びが上手になりたい。

24.僕はお尻をっき出す悪い所があるので，今吉のプリン

トを見ながら，これから練習したい。

25. なわを早く屈すこつをつかんで，うまくできるように

なりたい。

26.二重跳びが3司以上とべるようにもっF ともっと練習

したい9

27. なわ跳びの練習をしてうまくなれたらいいなと思いま

した。

28. これからも諌習してうまくなりたいむ

29.今度は二重説びが3回跳べるようになりたいG

30.二重跳び，交差競び，あやJi!3sびをもっと練習して上手

にできるようになりたい。

31.家でスホ。ンジを使った諌習をやってみたい。

32.冬休みに家で一生懸命がんばって「ハヤブサ」や「あ

や跳びjなどがたくさんできるようになりたい。

33.後方の二重践びができるようになりたい。 (3名)

34.二重跳び、が連続で跳べるようになりたいです。

35.今震は，二重跳ぴ以外の跳び方もしてみたい。

36.冬休みに前の二重跳びはステップぬまでできるように

なりたいc それができたら，後ろの二重跳びがしたい5

37. もっとむずかしい跳び、方にも挑戦してできるようにごと

与たい5

38. rハヤブサ」と「後ろの二重跳ぴJができるようにな

れればいいなと患いました。

39. これから辻先生に教えてもらったことを頭においてた

くさん練習したいと患いますc

40.冬休みにがんばって二重跳びを克服して，三重跳びに

も挑戦してみたい0

41.もっと車豪習してうまくなりたいなと患います9

42. これからもがんばっていきたいです。

43.次はステップ2や連続で二重説びができるようになり

たい。

44. もっと家で練習してハヤブサなどができるようにした

"'0 
45.今度は 2回ぐらい二重挑びをやりたい。

46. 1呂ぐらいしかできない二重跳びを冬休みに練習して

うまく跳べるようにしたい9

47. これからもっと練習して 二重跳びをかんぺきにでき

るようにしたい。

48. いろいろな技に挑戦して 上手になったら皆に見ても

らいたいC

49.友達と休み時開に練習したいG

50. ステップ 2~10や，ハヤブサや後ろ二重などをがんば

って，あきらめないで達成したいむ

51.二重跳び、ができそうな自告がついたので，家でもがん

;まって練習したい。

52.休み時間などにたくさん練習して，二重跳びができる

ようになりたい。

53. まだできない二重跳ぴに今度挑戦する時はがんばりた

し'0
54. これからいっぱい練習して二重跳びをマスターした

し'0
55. もう少 Lで二重践びができそうなので，がんば句た

い。後ろ二重践びも得意になちたいc

56.二重跳びはまだできないので，練習したい。

57. たくさん練習しでもっといろんな技に挑戦じていきた

し'0

U 総括

本訴究の目的は， 30秒、はや屈し跳ぴと前方二重跳び、の

達成度との関係を再検討することと 改変した10段階の

スモールステップの効果を検証することである O

小学校4年生102名の児童を対象に授業を行い，デー

タを分析した結果，前方二重践びが達続2匝以上跳べる

ようになるには，30秒はや田し挑び〈前方一回旋-跳躍)

が50回以上跳べることが条件になることが明らかとなっ

た。また，基本の指導を十分に行なった上で，連続10屈

をステップ10とする 10段階のスモールステップを提示す
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れば，児童の意欲を高め， 15分程衰の練習であっても 7

割近くの児童の二重跳びの技能を高めることが確かめら

れたO

身体能力のミニマムの保障が関われるであろう，近未

来の小学校体育現場で本研究の成果が少しでも役に立て

ば幸いで、為る O
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資料(学習カード)

30秒はや自し跳び(1回旋 1跳躍〉競争をしよう

前方跳び( 〉囲 後方競び(

いろいろな一重跳ぴ (5団連続〉に挑戦しよう

年組 名 前

跳んだ合計田数を

できた跳び、方にOをつけてね

〉に書いてね

1 .前方交差跳び 2.後方交差跳び 3.前方あや跳び 4.後方あや跳び

いろいろな二重挑びに挑戦しよう できた践 び方のヒコにOを入れてね

謬色 び 方
前方あや

0: 1回旋 l跳躍 。:2回旋 1跳躍
前方二重銚び 後方二重跳び 二重跳び

(ハヤブサ〉

ステップ l 。-o-o-~

ステップ2 。-o-o-~-o-o-o-~

ステップ3 。-o-~

ステップ4 。-o-~-o-o-~

ステップ5 o-~ 

ステップ6 。-~-o-~

ステップ7 。-~-~ 達続2田

ステップ8 。-~-~-~ 連続3田

ステッヅ9 。-~-~-~-~-~ 連続5回

ステップ10 。-~-~-~-~-~-~-~-~-~-~ 連続101m

今自のなわ跳ぴの授業について 。ょくできた Oできた ムあまりできなかった

1 .いろいろな跳び方に力一杯挑戦しましたか?

2.友達となかよく教えあうことができましたか?

3. JIl夏香やきまりを守って活動できましたか?

4. どうすればうまく跳べるか考えながら活動できましたか?

5.今までできなかった跳ぴ方ができるようになりましたか?

く感想、を書いて下さい>
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